
 

 

 

相模原市では、誰一人取り残さない温かさ

のある教育を基本とした不登校対策を推進し

ています。このページでは、学校における、

不登校児童生徒への温かさのある支援につな

がるよう作成した、『不登校児童生徒への支援

の手引き』（令和 7 年 3 月相模原市教育委員

会）について紹介します。  

 

１  相模原市の現状とこれまでの取組  

 近年、不登校児童生徒数は年々増え続けて

おり、令和６年度「児童生徒の問題行動・不

登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」に

おいて、全国で 353,970人（小学校 137,704

人、中学校 216,266 人）、相模原市において

は、2,084 人（小学校で 799 人、中学校で

1,285 人）となっています。  

本市では、不登校対策として、令和８年１

月に『さがそうみらい  みんなでつながるア

クションプラン～相模原市不登校総合対策実

行計画～』［図１］を発表しました。  

令和元年度から「不登

校対策検討委員会」や

「不登校対策プロジェ

クト会議」などを立ち上

げ、学識経験者や地域団

体の代表者等を交えな

がら、本市の不登校の現

状分析や支援策の検討

などを行ってきました。  

その取組の一つとして、それまで学校を支援

するために作成していた様々なガイドライン

を一元化し、『不登校児童生徒への支援の手引

き」として取りまとめました。（『さがそうみ

らい  みんなでつながるアクションプラン～

相模原市不登校総合対策実行計画～』より抜

粋）  

この『不登校児童生徒への支援の手引き』 

 

 

 

は、第１分冊と第２分冊に分かれており、 

・相模原市の不登校対策の方針  

・学習指導・支援について  

・不登校対策・対応のポイント  

などについてまとめています。  

 

２  不登校児童生徒の学習指導・支援  

 『さがそうみらい  みんなでつながるアク

ションプラン～相模原市不登校総合対策実行

計画～』内附属資料に示されている意見聴取

（不登校状態となっている児童生徒や「学校

に行きたくない」と思ったことがある子ども、

校内・校外教育支援センターに通っている児

童生徒７８人を対象）には、「学校や教室に通

えずに悩んでいる時に、周りにどのようなサ

ポートがあると良いか。（複数回答可）」とい

う質問に対し、  

学校以外で学習したり  

過ごしたりできる場所  
45 人  

学習がわかりづらいときの  

サポート  
32 人  

自分一人でも学習に取り組め

るようなドリルやアプリ  
31 人  

という回答が示されています。これは複数あ

る選択肢の中でも高い反応を示したものであ

り、学習指導・支援についてのニーズが大き

いことが分かります。  

『不登校児童生徒への支援の手引き』【第 1

分冊】［図２］では、学習指導・支援について、

先生方が具体的な支援

につなげることができ

るよう不登校児童生徒

への学習指導・支援の

イメージなどについ

て、教科や、さまざまな

場面を想定してまとめ

ています。  

教育センターの取組  

不登校児童生徒の学習指導・支援について  
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［図１］  

［図２］  



３  チームで取り組む  

 不登校児童生徒の状況は

様々であり、1 人 1 台端末に

よる ICT 活用や教室や学校

外での支援など、多様な学び

の場を整備、充実させること

は、学習について不安を感じ

ている児童生徒にとって大き

な支援となります。そのため、校内において

は養護教諭、スクールカウンセラーなど児童

生徒にかかわる教職員と協力し、「チーム学校」

として取り組むことが大切です。また、保護

者、教育支援センター等の公的機関や民間団

体等の職員と連携を図ることも大切です。 

さらに、教職員が同じ方向で児童生徒の支

援について考える際の資料として『不登校児

童生徒への支援の手引き』をご活用いただき

たいと考えています。具体的には、  

・不登校対策における基本理念の共通認識を

図るための資料として活用する。  

・学習指導・支援と評価を行う際の支援の手

立てを具体的に考えていくための資料とし

て活用する。  

というようにして、先生方の児童生徒への温

かな支援の一助となれば幸いです。  
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